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Enjoy

Nishi
noshi

ma!

観光船や観光バスなどが始まるのは4月からですが、3月に行われる

団体ツアーがすでに決定してきています！

今年は温かい日が続いているので、3月になれば草花が咲き、少しず

つ緑も増え、西ノ島の自然もお客様を出迎えてくれるのではないかと期

待しております。

お客様を見かけられたら、町民の皆様も一緒に温かく出迎えましょう！

隠岐ハイブリッドプロジェクトが、一般財団法人新エネルギー財団が

主催する令和元年度「新エネ大賞」の資源エネルギー庁長官賞を受賞し

ました。

西ノ島町観光協会のあるターミナル２階に隠岐ハイブリッドプロジェ

クトのPRホールがあるので、是非見に来てみてください♪

※「新エネ大賞」は、新エネルギー等に係る機器の開発、設備等の導入、普及啓発、先進的なビジネスの取り組
　みを広く公募し、厳正・公正な審査のうえ、表彰することを通じて、新エネルギー等の導入促進を図ることを
　目的としているものです。
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国際交流員
ウォン・チンイン・クレオ

グラームス城　英：Glamis Castle

ブローティー城　英：Broughty Castle

グラームス城は、スコットランド中部の東海岸にあるアンガス州（そう、アンガス牛のアンガ
スです！）にあり、シェイクスピアの名作「マクベス」にも登場した有名なお城です。イギリス
指定建造物（英：Listed Buildings of United Kingdom）として指定されたこのこげ茶色のお
城は、ストラスモア＝キングホーン伯爵（英： the Earl of Strathmore and Kinghorne）の居
城で、一般公開もしています。２０１７年まで、ロイヤル・バンク・オブ・スコットランドが発
行していた１０ポンド札にもグラームス城の絵が描かれています。
グラームス城はイギリス王家と関係の深
いお城です。エリザベス２世の母后、エリ
ザベス王太后（英：Queen Elizabeth the 
Queen Mother）は幼少期の大半をこの
グラームス城で過ごしました。また、エリ
ザベス２世の妹、マーガレット王女（英：
Princess Margaret）はこのお城で生まれ
ました。
城内には広い庭園があり、色んな植物と動
物を見ることができます。

１５世紀末に造られたブローティー城は、現在博物館として公開していますが、以前は重要な
軍事要塞でした。スコットランド中部にある町、ダンディー・シティー（英：Dundee）から車
でおよそ１０分の場所にあります。
ブローティー城は、スコットランドの一番長い川、テイ川（英：River Tay）の河口にあり、

周辺はラムサール条約※ に登録された区域で、色々な水鳥や動物が生息しています。ブローティー
城の見学以外に、動物観察もおすすめです。アザラシ以外に、イルカにも出会えますよ。

　春霞のただよう季節となりました。皆さんお元気でお過ごしですか。
　日本と同じく、イギリスには色々なお城がいっぱいあります。今回はイギ
リスのお城シリーズの第１弾で、スコットランドにある「グラームス城」と
「ブローティー城」を紹介したいと思います。

※ 湿地の保存に関する国際条約。英：Ramsar Convention　宍道湖と中海も登録されています。


